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Research Abstract

平成10年度の成績は以下の通りである。 
1)網膜⾊素上⽪のKチャンネル。ラット網膜⾊素上⽪にはMタイプKチャンネルが発現していないことが判明した。従って、ラットにおいてはホールセル電流の優位を占める内型整流K電
流を調べた。内型整流K電流はATP(2mM)を細胞内に拡散させてもほぼ完全にrun downしたが、網膜⾊素上⽪の⾮選択的カチオンチャンネルを閉じる細胞外Gd^<3+>を加えることによ
りrun downを幾分防ぐことができた。すなわちその機構には細胞内に流⼊するCa^<2+>が関与している可能性がある。また内型整流k電流は細胞外pHが低下するほぞ増⼤することが判
明した。より詳細に関しては今後追加実験が必要であるが、これまでの結果を第103回⽇本眼科学会総会(平成11年4⽉)にて発表する予定である。MタイプKチャンネルについては⽬下ウ
シ網膜⾊素上⽪にて調べているが、その発現頻度が低いので未だ⼗分な成果が得られていない。今後、効率のよいヒトあるいはサルの網膜⾊素上⽪を⽤いる⼿段も検討する必要がある。 
2)⾓膜上⽪のKチャンネル。網膜⾊素上⽪の研究の傍ら⾓膜上⽪を⽤いた実験も⾏った。ウシ⾓膜上⽪には遅延型K電流と持続型K電流が発現していること、それらの活性がアラキドン酸
や他の脂肪酸により増減する(前者は阻害され、後者は増⼤する)ことが判明した。これらの結果の⼀部は第64回中部⽇本眼科学会(平成10年10⽉)にて既に発表した。またAssociation for
Research in Vision and Ophthalmology学会(平成11年5⽉)において発表する予定であり、論⽂も準備中である。
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